
 

令和５年度 新庄市社会福祉協議会事業計画 

基本方針 

新庄市では少子・高齢化や核家族化が進行しており、生活様式、価値観の多様化などにより、地

縁、血縁といったつながりが弱まるなど、地域や家族を取り巻く環境に大きく変化をもたらしてい

ます。また、新型コロナウイルス感染抑制の取り組みによる経済・社会活動の制限が長期化したこ

とで、休業や失業などによる収入減少につながり、生活に困窮する方が急増するなど、複雑かつ多

様な生活・福祉課題を顕在化させることとなりました。 

このような状況において、国では、人と人、人と資源が世代や分野を超えてつながることで、住

民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく「地域共生社会」を目指しており、近

隣同士や地域での支え合い活動（互助）がますます重要となっています。 

新庄市社会福祉協議会では、「地域住民と行政の協力による福祉の充実 支え合い 助け合いのま

ち」を基本理念として、令和３年３月に策定した「第３期新庄市地域福祉計画・第４期新庄市地域

福祉活動計画」の３年目にあたります。今年度においても、計画推進委員会の検討結果も踏まえな

がら、住民自らが主体的に参画し、地域課題を解決する「互助」の取組みを推進していきます。 

地域福祉事業においては、令和５年１月より、新型コロナウイルス感染拡大の影響で収入が減っ

た世帯が無利子で生活資金が借りられる「特例貸付」の返済が開始されており、関係機関と連携を

図りながら、多様な生活課題へ包括的に対応できるよう体制を整えます。また、「心配ごと相談事業」、

「福祉サービス利用援助事業」、「ボランティア活動推進事業」などの各事業を効果的に推進します。 

新庄市からの委託事業である放課後児童クラブ運営事業においては、明倫、新庄、日新、萩野の

４ヶ所を運営して数多くの児童を受け入れています。児童の安全を最優先とし、活き活きと活動で

きる環境を整備すると共に、職員の専門性の質を高め、絶えず業務改善に努めます。 

介護等支援事業では、安定した収益を確保し、地域住民から選ばれる居宅介護支援事業所、訪問

介護事業所となれるよう、研修会等へ積極的に参加し職員の資質向上を図ります。また、居宅介護

支援事業所と訪問介護事業所との連携を強化することで、職員間で自立支援に資するケアマネジメ

ントとサービス提供の意識を共有し、福祉有償運送サービス事業も活用しながら利用者が住み慣れ

た在宅生活を継続できるよう支援していきます。 

地域包括支援センターでは、要介護状態になっても高齢者のニーズや状態の変化に応じて必要な

サービスが提供される地域包括ケア体制の構築を目指し、地域住民の誰もが参加でき、集う場であ

る「オレンジカフェ」や「オレンジ市場」の運営を強化していきます。 

以上の基本方針に基づき、新庄市をはじめ、民生委員・児童委員、福祉関係機関、ボランティア

など、地域住民の皆さまと連携を図りながら、地域福祉を推進し事業の充実に努めます。また、安

定的かつ継続的に組織運営、事業展開を図るために組織・財政等の課題を明確にし、経営基盤強化

に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 



重点目標 

１．新庄市地域福祉計画・新庄市地域福祉活動計画に基づく地域福祉の推進 

新庄市社会福祉協議会では、新庄市と連携しながら第３期地域福祉計画・第４期地域福祉活動計

画を策定し、令和５年度は「地域住民と行政の協力による福祉の充実 支え合い 助け合いのまち」 

を基本理念に掲げた計画期間の３年目となります。 

地域全体で支え合う「地域共生社会」の実現に向け、計画推進委員会に諮りながら社会福祉協議

会における取組内容を見直し、新庄市と一体となって、地域福祉の基本理念や施策の方向性を共有

し、地域福祉を推進していきます。 

 

２．地域住民による支えあい・ふれあいの推進 

 新型コロナウイルスの感染拡大で外出の自粛が続いた結果、地域の集いの場である地域サロン等

の活動が縮小され、地域住民による支えあい・ふれあいが十分ではない状況です。 

 生活支援コーディネーターと連携を図り、関係機関の協力を得ながら、地域住民が集える活動拠

点の新たな立ち上げや、既存の地域活動がより活発となるよう働きかけ、地域住民が主体となって

運営できるよう組織化を支援します。 

また、新しい取り組みとして、新庄最上郡内の障害サービス事業所等の協力を得て物品販売を行

う「オレンジ市場」を開催します。また、「オレンジカフェ」を同時開催することで、更なる地域住

民同士の交流を図ります。 

 

３．地域福祉の担い手を育む教育の推進 

 子どもたちを含む地域住民に地域や福祉について学ぶ機会を提供することは、社会福祉協議会の

使命である「地域福祉の推進」を図り、地域住民同士がともに生きる地域（地域共生社会）づくり

を進めていくために極めて重要です。 

 認知症サポーター養成講座、こころのバリアフリー講座の開催、ボランティア活動の情報提供な

ど、ニーズに合わせたコーディネートで児童・生徒、地域、学校、社会福祉協議会がつながる福祉

教育を展開し、社会福祉への理解と関心を高めることで、地域福祉の担い手を育む教育を推進しま

す。 

 

４．分かりやすい情報発信 

本会は、地域住民と課題を共有し解決を図るため、多くの公益的な事業に取り組んでおり、広く

社会や市民に自らの取り組みを発信していくことが重要となります。 

市民の皆さんが今後、「利用したい社協！応援したい社協！」と思える社協を目指していきます。 

そのために、ホームページでの発信やツイッター（Twitter）の運用により情報発信を更に充実さ

せ、災害ボランティアセンターの開設や災害ボランティア募集など必要な情報を瞬時に伝えること

ができるような体制整備に取り組みます。 

 

５．介護等支援事業の推進 

 要介護状態になっても、住み慣れた自宅で尊厳を持って在宅生活を継続するために、自立支援に

資するケアマネジメントや残存能力を最大限に生かせるサービス提供が必要となります。 

介護等サービスの利用者が、安心してサービスを受け自立した生活を送れるよう、職員が研修会

等へ積極的に参加することで資質向上、人材育成を図ります。 

大規模自然災害や感染症の流行などといった事業継続リスクが発生した場合に、業務の中断など



の被害を最小限に留め、素早い復旧を実現し事業を継続するための BCP（Business Continuity 

Plan、事業継続計画）を策定します。 

 また、居宅介護支援事業所、訪問介護事業所、事務局の担当者による定例会を設け、情報共有と

経営改善のための協議を行うことで、経営基盤を強化していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



個別事業計画 

【法人・地域福祉事業】                     単位：千円 

事 業 名 説   明 予算額 

１．役員会等運営事業 

 

理事会、評議員会、評議員選任・解任委員会、監

事監査、表彰選考委員会、貸付等運営委員会、歳

末たすけあい配分委員会の開催 

442 

 

２．事 務 局 運 営 事 業 ①総務、財務及び人事管理 

②事業経営の総合的な立案 

③関係機関・団体との連絡調整 

④各部門間の連絡調整 

⑤事業評価の実施 

⑥地域福祉活動計画の評価及び見直し 

 

38,844 

 

 

３．福祉サービス利用 

   援   助   事   業 

判断能力が低下している高齢者、障がい者等への

日常生活支援(手続代行、金銭管理等) 

7,257 

(県社協委託事業) 

４．生活福祉資金貸付 

事   務   事  業 

低所得者世帯等に対する資金貸付の申請手続き

と償還指導及びフォローアップ支援 

5,297 

(県社協委託事業) 

５．地 域 活 動 組 織  

育 成 支 援 事 業 

ふれあいサロンの立上げを支援する。高齢者が自主

性を持って地域で活動し、支え合える組織の育成 

1,395 

（市委託事業） 

６．敬 老 会 支 援 事 業 

 
敬老会開催地区への助成 

600 

（市委託事業） 

７．新 庄 市 善 意 銀 行 

    事 業 

①相談対応 

②生活困窮者への一時的な貸付（3万円以内） 

③償還指導 

1,000 

 

８．明 倫 放 課 後 児 童 

ク ラ ブ 運 営 事 業 
明倫放課後児童クラブ：定員６０名（明倫学園） 

15,294 

（市委託事業) 

９． 新 庄 放 課 後 児 童 

ク ラ ブ 運 営 事 業 
新庄放課後児童クラブ：定員４０名（新庄小） 

12,772 

（市委託事業） 

10．日 新 放 課 後 児 童 

ク ラ ブ 運 営 事 業 
日新放課後児童クラブ：定員９０名（日新小） 

25,141  

（市委託事業）  

11．萩 野 放 課 後 児 童 

ク ラ ブ 運 営 事 業 
萩野放課後児童クラブ：定員４０名（萩野学園） 

12,128 

（市委託事業） 

1２．連 絡 調 整 育 成 

     指 導 事 業 
福祉事業推進協力団体等との連絡調整 

 766 

13．共同募金配分事業 説    明  

企画・広報・情報事業 

①ホームページへの社協情報掲載・更新 

②広報紙の発行(7月、11月、3月) 

③企業募金のお礼状発送 

 

1,387 

 



助成金事業 

各種団体との共催事業の開催と負担金交付 

115 

社会福祉協議会表彰等事業 

①社会福祉功労者の表彰                  

（広報《市報》での周知） 

②国県等への福祉功労表彰推薦書の進達 

③長寿者への祝い品贈呈（米寿 88歳） 

468 

 

心配ごと相談事業 

①一般相談（職員対応） 

 福祉の様々な悩みや困り事に関する相談 

②無料弁護士相談 

 毎月第３週木曜日（午後 1時半～4時） 

1人 30分以内 

206 

援護事業 

①災害被災者への見舞金支給 

②交通遺児世帯への激励金支給 

③歳末たすけあい募金の配分 

④フードバンクによる生活困窮者への食料提供 

1,960 

 

児童遊び場整備事業 

①遊具等の修繕助成と原材料の提供 

②児童遊び場管理者への危険防止の周知 

531 

 

高齢者健康対策振興事業 

①第 30回会長杯ワナゲ大会の開催 

②ワナゲ用具の貸出  

③愛のひと声運動 

（乳酸飲料配付による安否確認） 

389 

 

高齢者世帯等除雪支援事業 

企業・個人・学生ボランティアとの連携による

高齢者世帯の除雪支援  

128 

 

ボランティア活動推進事業 

①ボランティアの育成、活動場所の提供 

②ボランティア団体、個人ボランティアとの連携 

③ボランティア活動保険の加入手続き 

④広報紙、ホームページ、SNS（ｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑ、ﾌｪｲ

ｽﾌﾞｯｸ）によるボランティア活動情報の提供

  

226 

 

老人福祉センター文化教室の開催 

・けん玉教室 

200 

元気・ハツラツ予防体操事業 

・月３回開催 

（老人福祉センターと社会福祉協議会２ヵ所で開催） 

244 

 

13．共同募金配分事業 



【介護等支援事業】                       単位：千円 

事 業 名 説   明 予算額 

１．介 護 支 援 事 業 ①居宅サービス計画書作成等のケアマネジメン

ト業務 

②給付管理業務 

③認定調査 

④特定事業所加算(Ⅱ)事業所としての体制整備

（24時間常時連絡体制） 

32,437 

（介護保険事業） 

2．訪 問 介 護 事 業 

  

①利用者の意思、人格を尊重し、常に利用者の立

場に立ったサービスを提供する 

②利用者の確保（要介護利用者、総合事業利用者） 

③訪問介護員の確保 

④介護支援事業所、薬局等へのＰＲ活動 

⑤他職種との連携 

⑥従業者の教育研修を重視し、提供するサービス

の質について常に改善に努める 

⑦特定事業所加算（Ⅱ）事業所の体制整備 

⑧スタッフの自己評価（年２回実施） 

⑨利用者へのアンケート調査（サービスに反映） 

⑩福祉有償運送サービス事業 

42,745 

（介護保険事業） 

3．ひ ま わ り 介 護 

サ ー ビ ス 事 業 

804 

4．障がい者訪問介護 

   事 業 

9,225 

【老人福祉センター運営事業】                  単位：千円 

事 業 名 説   明 予算額 

１．老人福祉センター 

   施 設 管 理 事 業 

①運営委員会の開催 

②施設管理業務 

③車椅子等用具貸出業務 

7,058 

 

【新庄市地域包括支援センター事業】               単位：千円 

事 業 名 説   明 予算額 

１．包括的支援事業  

 

 

 

 

①介護予防ケアマネジメント 

②総合相談支援業務 

③権利擁護業務 

④包括的・継続的ケアマネジメント支援業務 

⑤地域ケア会議推進事業 

⑥認知症総合支援事業 

⑦生活支援体制整備事業 

59,579 

 

２．指定介護予防支援事業 ①予防給付ケアプラン 

②委託ケアプラン検証 

③評価、給付管理 

20,118 

 

 


